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【目的】慢性腎不全透析患者は、死亡率特に心血管系疾患に伴う死亡率が一般住民の 10～30倍高
率である。その背景に腎不全に伴う蛋白異化亢進や代謝・内分泌異常の関与が想定されている。
蛋白同化作用を持つ副腎アンドロゲンであるデヒドロアンドロステロンサルフェート（DHEA-S）
の血清濃度低値は予後不良の予測因子であることが、近年一般住民や心疾患患者において報告さ
れている。今回、透析患者での DHEA-S濃度と死亡率との関連を検討した。 
 
【方法】研究デザインは横断的および縦断的（コホート研究）解析を含む観察研究。対象はステ
ロイド非投与の維持血液透析患者 494人（男性 313人、女性 181人）及び、健常対象群 122人（男
性 72人、女性 50人）。透析患者は 2004年 12月に登録し、血清 DHEA-S濃度を測定。総死亡を主
要エンドポイントとし 5年間観察を行った。 
 
【結果】透析患者での血清 DHEA-S濃度の中間値は男性 771 ng/mL、女性 414 ng/mLであり、健常
人に比べ有意に低かった。透析患者を血清 DHEA-Sで四分位に分割し比較したところ、男性では、
血清 DHEA-S低値は高齢、長期透析、血清アルブミン値低値、心血管系疾患の既往ありと関連した
が、女性ではこれらの関連は有意ではなかった。5年間の観察期間に 101人が死亡し、181人に合
計 218件の心血管系イベントが発生した。多変量比例ハザード解析にて、男性においては血清
DHEA-S低値は有意に、総死亡、心血管系イベントおよび動脈硬化性心血管系イベントの独立した
予測因子であることが示された。一方、女性においては血清 DHEA-Sと上記エンドポイントとの関
連は有意ではなかった。 
 
【結論】血清 DHEA-Sは維持血液透析患者で低下しており、血清 DHEA-S低値は男性患者における
独立した予後規定因子であることを新たに示した。これは、代謝・内分泌異常が慢性腎不全患者
の予後に影響するという考えを支持するものである。 
 
 
 
 
